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● 活動地域の概要 

 観光地として名高い湯布院温泉を擁する由布市は、1975年（当時は3町村の合併前）には45%だった3次産業の就業

人口が2005年には71.2%にまでふくらんだ。これは、隣接する別府温泉とは対照的に、田園風景や辻馬車運営・和牛飼

育の運動など、農業資源を活かして温泉観光地としての付加価値を高め、年間観光客数を400万人にまで増加してきた。

観光が突出した反面、農業は高齢化と相まって衰退し、休耕田や休耕牧野が広大な面積を占めるようになった。しかも

このままでは､不利用地の荒廃は進むと思われ､やがては、観光を支える景観としても価値が下がるであろうと思われ

る。 

   
● 活動地域の課題 

＊ 土地利用の難しさ＝たとえ耕作しなくとも先祖代々の農地を他の目的(馬の牧場)に貸すことは出来ないと言う､独

特の考えがある。一方、農地以外は地価の高い地域性から安価な地代は好まない。 

＊ 利用されることのない広大な牧野は、多人数の入会権者の意見がまとまらず､行政的にもなかなか統一した指針を出

すことが出来ない。したがって､荒れ地にむかっているにも関わらず有効な利用法の提案にも乗ることが出来にくい

状態が続いている。 

＊ 市行政、観光側とも財源が乏しく､思い切った戦略を打ち出させないでいる。 

● 活動の内容 

 広がりつつある不利用地の荒廃を防げればと、馬を利用した「ホースセラピー」や「観光トレッキング」で地域と人

をつなぎさらには牧野の有効利用を目指す目的で本運動を始めた。 

 しかし、前述の理由の他に、当、NPO自体の財源不足により専門家を常駐させる資金が不足。 

後一歩が踏み出せないでいる。 

（直近１年間の進捗など） 

22年は当初より､小学生や園児を対象にした「ふれあい活動」を行った。 

由布市狭間町の大型公民館祭りに呼ばれ､50人ほどの子供達に体験ふれあい乗馬。(写真左) 

昨年訪問した朴木小学校全生徒7名が当牧場を訪問しふれあい体験。(写真右) 

今年度でこの過疎小学校も廃校となる予定。 

町内、保育園ふれあい訪問など。 



 

     

 

● 活動の成果 

・ 全体 

＊活動3年目で､由布市在住の方々に限らず多くの訪問者を受け入れることが出来た。 

 団体の予約訪問の他に､個人レベルの見学や訪問は月に３〜４０人。 

 ホースセラピーを入門編ながら多くの方に体験して頂いた。 

・ 直近１年間の成果など 

  ＊多くの方々に、馬とのふれあい体験でホースセラピーの必要性を理解してもらえた。 

 ＊市をはじめ行政関係者も理解を深めて頂いた。 

○しかしながら、収益事業ではないため､予算が不足。 

○ 広い牧場を確保出来ず、馬自体の体調不良により8月から活動休止に至っている。 

○ 専門のインストラクターを雇う予算が立たない。 

● 今後の課題及び展望 

・課題 

昨年度の補助事業で小学生、中学生の不登校や発達障害児が自然の豊かなこの由布市でも多いことが解った。 

かといって都会のような専門の施設や指導員を置くほどの予算は行政にはない。 

 また、由布院においては今後、100ヘクタール規模の広大な草地がいくつも使われないまま放置されてしまう危険性

 がましている。野焼きによる草地管理、放牧などによる有効利用の予定が全く立っていない。 

・展望 

  ともあれ、放置されようとする広大な土地・ホースセラピーを必要とする子供達の存在、さらに、癒しとして観光

  の新しいあり方等に馬を事業は有効であると言う認識はますます高まっている。 

 

 

● その他（自由記述） 

  馬事業を展開するに当たってハードルとなるのは、馬自体の管理に広い土地や人材・飼料が必要な点である。 

 そこで、馬事業と平行して自立走行型ロボットと位置づける「セグウェイ」

の導入をテストしはじめた。 

 未来的な乗り物セグウェイはエコで有り(100円で40Km走行)、何よりも 

未体験の未来的楽しみを味わえる。 

 由布院の河川敷や林道などを行く「セグウェイ・エコツアー」は新しい 

観光のアイテムとしても､ホースセラピーと平行して事業展開できると確信

している。 

 国交省は導入を進めているようだが、今のところ警察の指導で先進国では

イギリスと日本だけが公道を走れない。 

 写真は､等NPOの指導で由布市が主催したセグウェイ試乗会。 

 

 

 

 

 

 

 

 


